
Ｎ
Ｓ
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
代
表
取
締
役
金
海
か
な
う
み
　
榮
一

　産総研ベンチャー開発戦
略研究センターのスタート
アップアドバイザーとして
年から産総研の「マイ

クロ空間化学技術」のスタ
ートアップ開発戦略タスク
フォースを担当し、 年に
ＮＳマテリアルズを設立し
て 年、代表取締役就任。
社名のＮＳ（
の略）の通り、ナノ材料、
ナノ構造による事業展開で
社会や技術分野に貢献した
い。

［３］

ナ
ノ
蛍
光
体
・
機
能
性
材
料
の
開
発

背
面
照
明
に
量
子
ド
ッ
ト
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
色
再
現
性
向
上
狙
う

木
曜
日
に
掲
載

強
い
蛍
光
を
も
つ
ナ
ノ
蛍
光

体
。サ
イ
ズ

粒
径

に
よ
り

蛍
光
色
が
異
な
る
た
め
、粒

径
を
制
御
す
る
こ
と
で
自
在

に
蛍
光
色
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
る

多
く
の
色
作
り
出
す

　
今
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く

な
っ
た
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ

で
あ
る
が
、
そ
の
画
面
を
間

近
に
見
る
と
赤
、
緑
、
青
の

光
る
点
が
並
ん
で
い
る
の
が

よ
く
分
か
る
。
一
方
、
普
及

が
進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

携
帯
電
話
の
画
面
で
は
、
そ

の
よ
う
な
赤
、
緑
、
青
の
光

る
点
は
ま
ず
認
識
で
き
な

い
。
最
新
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

の
精
細
さ
は
人
間
の
目
で
ほ

と
ん
ど
違
和
感
の
な
い
レ
ベ

ル
に
ま
で
に
達
し
て
い
る
の

だ
。

　
そ
れ
で
も
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

に
映
し
出
さ
れ
る
泳
ぐ
魚
や

風
景
は
、
実
際
の
も
の
と
は

や
は
り
何
か
違
う
と
感
じ

る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
が
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
の
色
再
現
性
で

あ
る
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
色

再
現
性
は
厳
密
に
は
と
て
も

複
雑
な
定
義
に
な
る
が
、
簡

潔
に
言
え
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

対
し
て
ど
れ
だ
け
同
じ
色
や

臨
場
感
を
再
現
で
き
て
い
る

か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
ど
の
メ
ー
カ
ー
も

画
像
技
術
を
駆
使
し
て
色
再

現
性
の
限
界
に
挑
ん
で
い
る

の
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
は

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
上
に
ど
れ
だ

け
「
多
く
の
色
」
を
作
り
出

し
、
そ
れ
ら
を
緻
密
に
組
み

合
わ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
に

尽
き
る
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
限
界

　
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
上
に
「
多

く
の
色
」
を
作
り
出
す
た
め

に
重
要
な
の
は
バ
ッ
ク
ラ
イ

ト
光
源
で
あ
る
。
現
在
の
ほ

と
ん
ど
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

ー

Ｌ
Ｃ
Ｄ

で
は
、
青
色

発
光
素
子
の
上
に
蛍
光
体
を

の
せ
た
白
色
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

を
バ
ッ
ク
ラ

イ
ト
光
源
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。
こ
れ
で
は
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
の
色
再
現
性
に
必
要
な

「
多
く
の
色
」
を
十
分
に
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

必
要
な
色
だ
け
選
択

　
産
総
研
と
Ｎ
Ｓ
マ
テ
リ
ア

ル
ズ
が
開
発
し
て
き
た
ナ
ノ

蛍
光
体
は
、
量
子
ド
ッ
ト
と

呼
ば
れ
る
ナ
ノ
粒
子
を
応
用

し
た
機
能
性
ナ
ノ
材
料
で
あ

る
。
ナ
ノ
蛍
光
体
は
必
要
な

色
だ
け
を
自
在
に
選
択
で
き

る
の
で
、
「
多
く
の
色
」
を

作
り
出
す
た
め
に
重
要
な
バ

ッ
ク
ラ
イ
ト
光
源
を
作
る
の

に
適
し
て
い
る
。
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
の
色
再
現
性
を
高

め
る
光
学
材
料
と
し
て
注
目

さ
れ
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
応
用

で
の
評
価
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
ナ
ノ
蛍
光
体
は
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
演
色
性
を
高
め
る

た
め
に
も
利
用
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
中
期
的
に
は
こ
の

分
野
で
も
大
き
く
伸
び
る
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｓ
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
は
２

０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
た
産

総
研
技
術
移
転
ベ
ン
チ
ャ
ー

で
あ
る
。
設
立
後
し
ば
ら
く

は
受
託
開
発
を
中
心
に
経
営

し
て
き
た
が
、

年
頃
よ
り

独
自
の
ナ
ノ
材
料
開
発
を
中

核
と
し
た
事
業
へ
大
き
く
動

き
出
し
、
一
般
社
団
法
人
Ｔ

Ｘ
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
の
支
援
も
受
け
な

が
ら
中
期
事
業
計
画
策
定
と

資
金
調
達
を
行
い
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
ナ
ノ
蛍
光
体
に
１

点
集
中
し
て
の
事
業
確
立
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、
本
来

の
コ
ア
シ
ー
ズ
は
産
総
研
で

開
発
さ
れ
た
「
ナ
ノ
材
料
コ

ン
ビ
ナ
ト
リ
ア
ル
合
成
技

術
」
を
応
用
展
開
し
た
「
機

能
性
ナ
ノ
材
料
を
迅
速
に
開

発
で
き
る
技
術
」
で
あ
り
、

ナ
ノ
蛍
光
体
に
続
く
ユ
ニ
ー

ク
な
機
能
性
ナ
ノ
材
料
の
開

発
に
よ
る
事
業
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。

友
渕
製
作
所

　
友
渕
製
作
所
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ベ
ッ
ト
な
ど
締

結
部
品
の
研
究
を
長
年
手
が
け
て
お
り
、
各
方
面

の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

　
同
社
は
、
新
素
材
を
用
い
た
締
結
部
品
に
着
目

し
て
康
富
社
製
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ブ
ラ
イ
ン
ド

リ
ベ
ッ
ト
「
ク
リ
ン
チ
リ
ベ
ッ
ト
」
な
ど
を
販
売

し
て
い
る
。
同
製
品
は
、
金
属
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ベ

ッ
ト
と
同
様
に
、
従
来
の
ハ
ン
ド
リ
ベ
ッ
タ
ー
、

エ
ア
リ
ベ
ッ
タ
ー
を
用
い
て
締
結
す
る
。

　
同
社
は
今
後
も
、
金
属
素
材
を
は
じ
め
、
化
学

製
品
に
対
応
し
た
締
結
部
品
な
ど
、
新
規
開
発
製

品
の
安
定
供
給
を
目
指
す
。

丸
ヱ
ム
製
作
所

　
丸
ヱ
ム
製
作
所
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
ネ
ジ
製
品
を

は
じ
め
と
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
締
結
パ
ー
ツ
製
品
を

製
造
、
販
売
し
て
い
る
。

　
同
社
が
手
が
け
る
ス
テ
ン
レ
ス
材
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
ネ
ジ
の
中
で
も
特
筆
さ
れ
る
の
が
、
自
社

開
発
し
た
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
ネ
ジ
だ
。
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
の
比
重
は
、
構
造
材
と
し
て
の
実
用

金
属
の
な
か
で
は
最
軽
量
。
さ
ら
に
高
強
度
、
高

耐
熱
性
と
い
っ
た
特
性
が
あ
り
、
自
動
車
、
航
空

機
、
医
療
機
器
を
は
じ
め
、
広
範
囲
な
用
途
に
対

応
す
る
。
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
ネ
ジ
の
開
発
に
よ

り
、
経
済
産
業
省
の
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支

援
事
業

２
０
１
０
年
度

に
も
採
択
さ
れ
て
い

る
。

大
丸
鋲
螺
製
作
所

　
大
丸
鋲
螺
製
作
所
は
ゴ
ム
製
Ｏ
リ
ン
グ
と
ネ
ジ

を
そ
れ
ぞ
れ
一
体
化
す
る
こ
と
で
漏
れ
防
止
に
強

力
に
役
立
つ
「
シ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
ボ
ル
ト
」
を
製

造
・
販
売
す
る
。

　
頭
裏
に
溝
を
つ
く
り
、
Ｏ
リ
ン
グ
を
は
め
込
ん

だ
。
締
め
る
と
リ
ン
グ
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
隙
間

を
埋
め
て
水
や
油
・
空
気
な
ど
が
漏
出
す
る
の
を

防
ぐ
。
一
体
型
の
た
め
機
能
性
が
良
く
、
六
角
レ

ン
チ
で
締
め
付
け
る
た
め
狭
い
場
所
で
の
作
業
も

簡
便
。
Ｏ
リ
ン
グ
材
質
は
発
注
に
て
シ
リ
コ
ン
・

フ
ッ
素
ゴ
ム
に
も
対
応
可
能
だ
。

「
と
に
か
く
漏
れ
を
防
ぎ
た
い
！
」
と
い
う
顧
客

の
要
望
を
こ
れ
一
本
で
解
決
す
る
。

ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
工
業

　
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
工
業
は
「
求
め
ら
れ

る
も
の
を
形
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
緩

み
止
め
ナ
ッ
ト
で
は
他
の
追
随
を
許
さ

な
い
。
あ
く
な

き
安
全
性
の
追

求
と
、
新
し
い

発
想
で
顧
客
ニ
ー
ズ
を
形
に
す
る
。
同

社
が
技
術
開
発
へ
の
こ
だ
わ
り
を
失
う

こ
と
は
な
い
。

　
同
社
の
全
製
品
が
ド
イ
ツ
・
ユ
ン
カ

ー
試
験
と
米
国
・
Ｎ
Ａ
Ｓ
３
３
５
０
緩

み
試
験
に
合
格
し
て
お
り
、
日
本
古
来

の
ク
サ
ビ
の
原
理
を
応
用
し
た
「
Ｈ

Ｌ
」
「
Ｈ
Ｌ

Ｂ
」
や
バ
ネ
の

弾
発
作
用
を
応

用
し
た
「
ス
ペ
ー
ス
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
」

は
、
産
業
界
か
ら
も
広
く
支
持
を
得
て

い
る
。

大
阪
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

　
大
阪
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
は
、
緩
み
止
め

ナ
ッ
ト
「
Ｅ
―
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
を
シ
リ
ー

ズ
化
し
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
増
強
し

た
。
設
計
開
発

か
ら
材
料
調

達
、
難
成
形
品

の
圧
造
、
ネ
ジ
加
工
、
組
込
プ
レ
ス
ま

で
、
全
工
程
の
内
製
化
を
確
立
、
Ｅ
―

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
は
他
社
製
よ
り
２
―
３
割
安

価
を
実
現
し
て
い
る
。

　
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
も
増

え
、
機
能
・
技
術
と
と
も
に
、
実
績
も

つ
い
て
き
て
い
る
。
全
工
程
で
徹
底
し

た
品
質
管
理
を

行
い
、
万
全
な

品
質
体
制
を
構

築
し
て
い
る
。
検
査
機
器
、
振
動
試
験

機
も
取
り
そ
ろ
え
、
品
質
性
能
の
実
証

を
行
い
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
る
。

神
山
鉄
工
所

　
神
山
鉄
工
所
は
ド
リ
ル
ネ
ジ
を
中
心
に
タ
ッ
ピ

ン
ネ
ジ
や
タ
ッ
プ
タ
イ
ト
ネ
ジ
を
設
計
、
製
造
し

て
い
る
。
ド
リ
ル
刃
先
を
独
自
に
設
計
し
、
成
形

金
型
の
内
製
化
に
よ
り
、
最
適
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

さ
れ
た
ネ
ジ
を
提
供
で
き
る
の
が
同
社
の
特
徴
。

薄
鉄
板
か
ら
構
造
用
鋼
板
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
セ

ラ
ミ
ッ
ク
系
板
材
な
ど
幅
広
い
部
材
の
締
結
部
分

に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
並
行
し
て
ユ
ー
ザ
ー
に
も

開
発
型
の
提
案
を
続
け
て
い
る
。

　
本
社
立
体
倉
庫
と
製
造
工
場
、
営
業
事
務
所
を

結
ぶ
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
多
品
種
少
量

商
品
の
在
庫
を
最
適
化
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ

相
手
先
ブ

ラ
ン
ド

生
産
に
よ
っ
て
も
顧
客
の
要
望
に
応
え

て
い
る
。

ゴ
ト
ウ
ネ
ジ

　
ゴ
ト
ウ
ネ
ジ
は
ネ
ジ
の
製
造
で
培
っ

た
固
有
技
術
と
管
理
技
術
を
生
か
し
、

金
属
部
品
の
先
進
メ
ー
カ
ー
と
し
て
現

在
、
高
付
加
価

値
製
品
の
開

発
、
生
産
合
理

化
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
過
去
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
属
部
品

の
つ
く
り
方
や
使
い
方
で
、
価
値

分
析

Ｖ
Ａ

に
よ
る
提
案
が
盛
ん
だ

っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
部
品
自
体
の
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
が
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
製
品
の

原
価
低
減
に
寄
与
し
て
い
な
い
も
の
が

少
な
く
な
い
。

同
社
は
固
定
概

念
に
捉
わ
れ

ず
、
真
に
価
値
あ
る
Ｖ
Ａ
を
提
案
。
今

後
も
こ
の
考
え
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い

く
。

西
精
工

　
西
精
工
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
ナ
ッ
ト
か
ら
精
密
・
特
殊
ネ
ジ
、
金
属
部
品
の

製
造
ま
で
身
近
な
と
こ
ろ
で
必
要
と
さ
れ
る
製
品

を
製
造
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
の
た
め
に
よ
り
小
さ
く
、

よ
り
強
固
な
締
結
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
製
品
開
発
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
。
よ
り
小
さ
く
す
る
た
め
の

呼
び
径
１

の
ナ
ッ
ト
の
製
作
や
、
軽
量
化
素

材
へ
の
対
応
、
そ
し
て
よ
り
強
固
な
締
結
の
た
め

に
セ
ル
フ
ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
の
開
発
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
か
ら
も
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
応
え
、
貢
献

で
き
る
製
品
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
会
社
を
目

指
し
て
い
る
。

メ
タ
ル
ニ
ク
ス

　
メ
タ
ル
ニ
ク
ス
が
開
発
し
た
「
エ
ク
セ
ｅ
ボ
ル

ト
シ
リ
ー
ズ
」
は
ボ
ル
ト
頭
部
が
ボ
ル
ト
中
心
軸

に
対
し
て
偏
芯
し
た
製
品
。
こ
の
偏
芯
に
よ
る
ク

サ
ビ
作
用
を
用
い
て
、
対
象
物
を
横
か
ら
押
さ
え

つ
け
て
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
直
動
機
器
の

ガ
イ
ド
レ
ー
ル
を
取
り
付
け
る
際
、
位
置
決
め
に

用
い
た
り
、
各
種
プ
レ
ー
ト
類
の
ク
ラ
ン
プ
な
ど

に
も
使
え
る
。
従
来
の
ボ
ル
ト
類
と
は
違
っ
た
使

用
が
で
き
る
た
め
、
応
用
力
が
高
い
。

　
エ
ク
セ
ｅ
ボ
ル
ト
シ
リ
ー
ズ
は
「
標
準
型
」

「
剛
性
型
」
の
２
種
類
を
用
意
。
サ
イ
ズ
は
Ｍ
３

―
Ｍ

の
７
種
類
。
ま
た
、
Ｍ

―
Ｍ

は
受
注

生
産
で
対
応
す
る
。

精密・特殊ネジ

平野さん

　
【
名
古
屋
】
名
古
屋
工
業
大
学

の
桜
井
優
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
撮
影
で

ボ
ケ
て
失
敗
し
た
写
真
を
画
像
処

理
で
復
元
す
る
技
術
を
開
発
し

た
。
複
雑
な
信
号
処
理
技
術
で
ぼ

け
た
軌
道
を
計
算
し
、
く
っ
き
り

し
た
画
像
に
補
整
す
る
。
暗
い
写

真
の
露
出
補
正
、
人
物
の
顔
の
し

わ
や
シ
ミ
を
消
す
美
顔
補
正
も
可

能
。
プ
ロ
の
写
真
用
の
ほ
か
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真

を
簡
単
に
補
正
で
き
る
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
と
し
て
２
０
１

５
年
の
実
用
化
を
目
指
す
。

デジカメ写真ボケ画
像
処
理
で
簡
単
復
元
露
出
・
美
顔
補
正
も
可
能

名古屋工大

分
子
混
合
の
境
界
ナ
ノ
構
造
太
陽
電
池
高
効
率
に
筑
波
大
発
見
常
識
を
覆
す

抗
体
利
用
し
物
質
検
出
不
正
薬
物
検
査
に
応
用
東
工
大
応
答
性
倍

災害救援ヘリ搭載型ナビコムアビエーション衛星通信システム
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デ
ジ
タ
ル
画
像
の
ボ
ケ
補
正

技
術
の

補
正
前
と

補
正

後

名
古
屋
工
大
提
供

　
筑
波
大
学
の
守
友
浩
教
授

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
高

効
率
な
有
機
太
陽
電
池
の
ナ

ノ
構
造
を
解
明
し
た
。
電
子

を
与
え
る
物
質
と
受
け
取
る

物
質
の
境
界
が
、
汚
く
混
ざ

っ
て
い
る
方
が
発
電
効
率
が

高
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
従

来
は
二
つ
の
物
質
が
き
れ
い

に
分
か
れ
て
い
る
方
が
発
電

効
率
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、常
識
を
覆
し
た
。有
機

太
陽
電
池
の
発
電
効
率
の
向

上
に
つ
な
が
る
。
日
、日
本

応
用
物
理
学
会
の
学
会
誌
電

子
版
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
有
機
太
陽
電
池
を
軟
Ｘ
線

顕
微
鏡
で
観
察
し
、
電
子
供

与
物
質
と
受
容
物
質
が
分
子

レ
ベ
ル
で
混
ざ
っ
て
い
る
こ

と
を
見
つ
け
た
。
顕
微
鏡
の

分
解
能
は

―

ナ
ノ
は

億
分
の
１

。従

来
は
電
子
供
与
物
質
と
受
容

物
質
が
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
領

域
に
完
全
に
分
か
れ
、
領
域

同
士
が
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
混
ざ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
電
子
供
与
物
質
の
み
と

考
え
ら
れ
て
い
た
領
域
で
３

割
ほ
ど
の
受
容
物
質
、
受
容

物
質
の
み
と
考
え
ら
れ
て
い

た
領
域
も
３
割
程
度
の
供
与

物
質
が
混
ざ
っ
て
い
た
。

　
領
域
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
混

ぜ
る
だ
け
で
な
く
、
分
子
レ

ベ
ル
で
も
混
ぜ
る
こ
と
が
発

電
効
率
を
向
上
さ
せ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
と
考
え
ら
れ
る
。
今

後
、
電
子
供
与
物
質
と
受
容

物
質
が
分
子
レ
ベ
ル
で
ど
の

よ
う
に
並
ん
で
い
る
か
を
解

明
し
、
高
効
率
な
有
機
太
陽

電
池
の
開
発
に
つ
な
げ
る
。

　
桜
井
教
授
ら
は
画
像
を
分

割
す
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
デ
コ

ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

信
号
処
理
技
術
と
高
度
な
計

算
に
よ
り
補
正
精
度
を
高
め

た
。
写
真
の
補
正
機
能
は
既

存
の
画
像
編
集
ソ
フ
ト
に
も

あ
る
が
「
性
能
が
不
十
分
」

桜
井
教
授

。
中
で
も
手

ぶ
れ
や
ピ
ン
ト
が
合
わ
ず
に

ボ
ケ
た
写
真
は
遠
近
の
被
写

体
で
ボ
ケ
の
度
合
い
が
異
な

る
な
ど
、
画
像
の
性
質
が
一

様
で
な
く
補
正
が
難
し
い
こ

と
も
多
か
っ
た
。

　
付
加
機
能
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
補
正
は
露
出
不
足
の
写
真

補
正
、
し
わ
や
シ
ミ
を
消
し

た
り
、
目
や
眉
を
際
立
た
せ

た
り
す
る
美
顔
補
正
が
で
き

る
。
最
近
は
ス
マ
ホ
で
写
真

を
撮
る
ケ
ー
ス
が
増
え
「
簡

単
に
ボ
ケ
補
正
、
露
出
補

正
、
美
顔
補
正
が
し
た
い
ニ

ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
」

同

と
い
う
。

　
実
用
化
に
先
立
ち
、
桜
井

教
授
ら
は
秋
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
同
技
術
を
無
料
公

開
す
る
。
利
用
実
績
を
積

み
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
を
改

良
に
生
か
す
。

磁
性
材
開
発

拠
点
を
設
立

産
総
研
中
部
セ
ン
タ
ー

　
【
名
古
屋
】
産
業
技
術
総

合
研
究
所
中
部
セ
ン
タ
ー

は
、
新
し
い
磁
性
材
料
を
開

発
・
実
用
化
す
る
拠
点
「
グ

リ
ー
ン
磁
性
材
料
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
設
立
し
た
。
重
レ

ア
ア
ー
ス

重
希
土
類
元

素

を
用
い
な
い
高
性
能
な

永
久
磁
石
の
開
発
や
、
磁
気

冷
凍
材
料
を
使
っ
た
新
構
造

の
冷
凍
機
の
実
用
化
な
ど
を

目
指
す
。

　
四
つ
の
中
核
的
課
題
で
あ

る
「
粉
末
合
成
・
焼
結
技

術
」
「
磁
性
材
料
開
発
・
解

析
」
「
粉
末
の
高
度
修
飾
技

術
」
「
磁
性
材
料
応
用
技

術
」
に
取
り
組
む
。
常
勤
職

員
は

人
。

　
重
レ
ア
ア
ー
ス
を
用
い
な

い
永
久
磁
石
は
、
高
性
能
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
モ
ー
タ
ー
の

開
発
に
つ
な
が
る
。
磁
気
冷

凍
材
料
を
採
用
す
る
冷
凍
機

は
、
フ
ロ
ン
類
が
不
要
に
な

る
。

　
ナ
ビ
コ
ム
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ

ン

東
京
都
千
代
田
区
、
玉

中
宏
明
社
長
、
０
３
・
３
２

６
５
・
６
７
４
７

は
、
宇

宙
航
空
研
究
開
発
機
構

Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ

が
研
究
開
発
中
の

「
災
害
救
援
航
空
機
情
報
共

有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｄ
―
Ｎ

Ｅ
Ｔ

」
向
け
に
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
搭
載
し
て
使
う
簡
易

型
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
、
本
格
的
に
販
売
す

る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
機
体
の
活
動
状

況
を
デ
ー
タ
化
し
て
地
上
の

運
航
拠
点
へ
送
信
。
地
上
の

モ
バ
イ
ル
機
器
で
飛
行
の
位

置
や
飛
行
軌
跡
な
ど
も
確
認

で
き
る
。
価
格
は
約
３
０
０

万
円
。

　
福
井
県
立
医
科
大
学
で
の

同
シ
ス
テ
ム
の
実
証
試
験
を

終
え
、
性
能
を
確
認
、
本
格

販
売
す
る
こ
と
に
し
た
。
シ

ス
テ
ム
の
重
さ
は
同
社
従
来

比

％
軽
量
化
し
、
約
２

。
　
同
シ
ス
テ
ム
は
全
地
球
測

位
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｐ
Ｓ

機

能
を
内
蔵
し
、
米
国
の
イ
リ

ジ
ウ
ム
衛
星
を
利
用
し
て
い

る
。
実
際
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
搭
載
し
て
、
機
体
の
活

動
状
況
を
地
上
の
運
航
拠
点

へ
送
信
。
地
上
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介

し
て
、
国
内
外
で
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
飛

行
位
置
や
飛
行
軌
跡
も
確
認

で
き
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
防
災
や
医

療
、
警
察
な
ど
で
使
わ
れ
る

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
の
安

全
性
向
上
を
支
援
す
る
。

　
東
京
工
業
大
学
資
源
化
学

研
究
所
の
上
田
宏
教
授
は
、

混
ぜ
る
だ
け
で
抗
体
の
特
異

性
と
感
度
で
物
質
を
検
出
す

る
計
測
技
術
「
Ｕ
―
Ｑ
ｂ
ｏ

ｄ
ｙ
」
を
開
発
し
た
。
応
答

性

Ｓ
Ｎ
比

が

倍
に
向

上
し
た
。
数
秒
で
検
出
で

き
、
麻
薬
検
査
や
疾
患
の
診

断
に
応
用
で
き
る
。
ウ
シ
オ

電
機
が
計
測
装
置
を
開
発
し

税
関
な
ど
で
の
不
正
薬
物
検

出
器
と
し
て
事
業
化
を
進
め

る
。
研
究
成
果
は

日
、
英

科
学
誌
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ

ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ
電
子
版
に

掲
載
さ
れ
た
。

　
蛍
光
色
素
で
標
識
さ
れ
た

抗
体
を
混
ぜ
、
抗
体
が
特
定

の
物
質

抗
原

に
結
合
す

る
と
色
素
が
光
る
。
蛍
光
色

素
は
普
段
は
消
光
さ
れ
て
お

り
、
抗
原
と
結
合
す
る
と
消

光
が
解
除
さ
れ
発
光
す
る
。

こ
れ
ま
で
は
抗
原
に
結
合
す

る
抗
体
の
先
端
部
分
だ
け
を

遺
伝
子
組
み
換
え
で
製
造
し

て
い
た
。
安
定
性
の
高
い
結

合
領
域

Ｆ
ａ
ｂ
領
域

を

採
用
す
る
こ
と
で
４
度
Ｃ
で

半
年
以
上
保
管
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
Ｓ
Ｎ
比
が

倍
か

ら

倍
に
向
上
し
た
。

　
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
低

分
子
化
合
物
の
ほ
か
、
骨
粗

し
ょ
う
症
の
診
断
指
標
に
な

る
た
ん
ぱ
く
質
も
検
出
で
き

る
。
検
出
感
度
は
抗
体
の
性

能
次
第
で
、
特
異
性
の
高
い

抗
体
を
Ｕ
―
Ｑ
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
化

す
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
物
質
が

測
定
対
象
に
な
る
。
大
量
生

産
に
向
け
て
大
腸
菌
培
養
で

の
製
造
に
も
め
ど
を
付
け

た
。

現
場
に
実
用
ヒ
ン
ト

　
▽

「
土

木
研
究
者
は

施
工
現
場
の

声
を
聞
か
ね

ば
」
と
戒
め

る
の
は
、
中
央
大
学
教
授
の

平
野
廣
和
さ
ん
。
貯
水
槽
の

耐
震
ダ
ン
パ
ー
を
開
発
し

た
。
最
初
に
考
案
し
て
い
た

ダ
ン
パ
ー
は
実
地
実
験
で
施

工
技
術
者
に
「
扱
い
づ
ら

い
」
と
酷
評
さ
れ
た
。

　
▽

実
作
業
の
流
れ
を
考

え
現
場
で
改
良
を
重
ね
た
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
べ
、
２
人

で
施
工
で
き
る
よ
う
修
正
し

た
。
「
軽
ト
ラ
で
回
れ
な
け

れ
ば
コ
ス
ト
は
下
が
ら
な
い

と
教
え
ら
れ
た
」
と
振
り
返

る
。

　
▽

自
身
も
ゼ
ネ
コ
ン
時

代
に
は
現
場
に
出
て
い
た

が
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ

た
。
「
軽
ト
ラ
の
発
想
は
研

究
室
か
ら
は
出
て
こ
な
い
。

本
気
で
実
用
化
を
目
指
す
な

ら
現
場
に
出
な
く
て
は
」
と

決
意
も
新
た
。


